










２．利用を促進していくことが重要です。

持続可能な公共交通の構築のために

以下の２つの視点で取り組みます。

１．人口減少などの課題に対応する静岡市のコンパクトなまちづくり

（立地適正化計画）とともに、公共交通それぞれの特徴を踏まえた

効率的な交通ネットワークを作り上げていきます。

〇お茶の名産地でもある静岡市の都市構造として、まちの中

心をしずく、公共交通軸を葉脈で表現しました。

※コンパクトなまちづくりは、立地適正化計画をご覧ください。

静岡市が目指す「コンパクトなまちづくり」

≪「お茶っ葉型」の都市構造≫

コンパクトなまちづくりに対応した公共交通網を作り上げる、形を変えるだけ

では、高齢者や障がい者、観光客などに利用しやすい持続可能な公共交通には

なりません。

公共交通を市民の皆さまに知ってもらうこと、誰もが利用しやすい環境を

整えることなどの利用促進が重要となります。

強み 弱み

鉄道 速達性が高い、輸送人数が多い 駅までの移動が必要、柔軟な運行ルートの
設定が困難

バス 輸送人数が多い、鉄道に比べて柔軟な
運行ルートの設定が可能

バス停までの移動が必要、速達性で劣る

タクシー 面的な運行が可能、利用したい時間に
利用可

輸送人数が少ない

持続可能な公共交通って、

どうやって作り上げるんですか？

鉄道、バス、タクシーには、「強み」と「弱み」があります。

輸送量が多い鉄道を“主脈”に、輸送量があって柔軟な運行ルート

が設定できるバスを“側脈”に、動きやすい小型車両のタクシーが

葉肉全体を網羅します。

このように、お茶っ葉（まち）に要素（活力）を運ぶような「お

茶っ葉型」の地域公共交通網への再編を目指します。

公共交通(タクシー等):
まち全体をタクシー等がカバー
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市街地部

郊外部・山間部
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再編のイメージ

鉄道駅

交通渋滞の発生箇所を通過
するため定時性・速達性が

低下

現 状

運行距離が長いことによ
り多くの運転手、車両の

配置が必要

主要鉄道駅

鉄道駅

鉄道駅での乗
継ぎが必要

主要鉄道駅

交通渋滞の影響を受
けないため定時性・

速達性が向上

運行距離の短縮により現状より
少ない運転手、車両での運行頻

度の維持が可能

再編後

鉄
道
と
の
連
携

メリット
○乗り継ぎなく目的地まで移動できる。

デメリット
○渋滞などにより遅れる場合がある

○運行距離が長いため多くの運転士・車両が必要。

メリット
○鉄道との連携により短時間で目的地への移動が可能。

○現状より少ない運転士と車両で現在の運行間隔の維持が可能。
○他の路線に運転手と車両を振り分けることが可能。

デメリット
○鉄道駅での乗り継ぎが発生

６

需要以上の大型車両
の運行により非効率

が発生

需要に応じた車両
の運行により経費

削減が可能

運行距離の短縮
により運行本数

の増加が可能

バスの運行本数
が少ない区間

バスの運行本数
が多い区間

市街地市街地

交通結節点（ター
ミナル等）での乗

継ぎが必要

現 状 再編後

メリット
○乗り継ぎなく目的地まで移動できる。

デメリット
○大型車両を運行することで利用者が少ない区間で経費的に非

効率が発生。
○狭い道路では運行出来ない。 デメリット

○ターミナル等において乗り継ぎが発生。

メリット
○車両の小型化などにより経費削減が可能。

○小型車両により狭い道路でも運行が可能。
○他の路線に運転手と車両を振り分けることが可能。



静岡市地域公共交通網形成計画の全体像

基本理念：集約連携型都市構造を支える総合的な交通体系の構築
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※１ C&R、C&BR
サイクル＆ライドやサイクル＆バスライドのことで

す。自転車で駅やバス停まで来て、鉄道やバスに乗
り換えることを言います。

※２ フリー乗降
バス路線の一部の区間において、路線上の任意の場

所で乗り降りできる制度のことです。乗車時はバス
に向かって手を挙げるなどで合図します。

※３ モビリティマネジメント
地域や都市を、「過度に自動車に頼る状態」から、

「公共交通や徒歩などを含めた多様な交通手段を適
度に（＝かしこく）利用する状態」へと少しずつ変

えていく一連の取り組み。住民一人一人や、一つ一

つの職場組織等に働きかけ、自発的な行動の転換を
促すコミュニケーションを中心とした交通政策。

※４ デマンド交通
（次ページ記載）

デマンドとは要望のことで、利用者から事前に連絡
（予約）を受けて、バスの停留所以外の自宅や施設

などにも立ち寄ったり、運行を開始したりするなど、

利用者の要望を運行に反映できる運行形態を言いま
す。

※５ 自家用有償運送
（次ページ記載）

地域住民の生活に必要な運行を確保するため、市町
村やNPO等が自ら保有する車両（自家用車）を使用

して、利用者の移動を行います。

５.モビリティ・マネジメント（※３）の推進

事業5-1 年間広報計画に基づく啓発活動の検討・実施

事業5-2 公共交通に興味を持ってもらい、将来に渡り、公共交

通利用を根付かせるための取組の検討

事業5-3 企業の公共交通を促す取り組みの検討

事業5-4 免許返納への支援の充実化

事業5-5 駐車場の附置義務等の緩和による公共交通利用促進

の検討

事業5-6 環境にやさしい車両の導入

１.お茶っ葉型の地域公共交通網の構築

事業1-1 公共交通幹線軸の運行維持

事業1-2 南北幹線軸の運行に向けた道路の検討・整備

事業1-3 交通結節機能の強化

事業1-4 路線バスタクシー運転士の人員確保

２.地域の実情に応じた地域公共交通の再編検討

事業2-1 小さな交通の導入検討

事業2-2 地域交通結節点の設置検討

事業2-3 地域の実情に応じた地域公共交通網の再編検討

３.一般利用者の利用促進

事業3-1 鉄道駅及びバス停の徒歩圏内への居住誘導の検討

事業3-2 安全・安心・快適な利用環境の整備

事業3-3 誰もがわかりやすい運行情報の提供

事業3-4 C&R、C&BR（※１）の駐輪場の整備・改善検討

事業3-5 バス待ち環境の整備

事業3-6 フリー乗降（※２）区間の検討

事業3-7 タクシーの料金に関する施策の検討

事業3-8 タクシーの幅広いサービスの検討・周知

４.観光客の利用促進

事業4-1 新交通及び循環バスの導入検討

事業4-2 企画乗車券の活用・検討

事業4-3 車内における観光サービスの充実

事業4-4 観光客の二次交通の利便性向上
４．誰もが安全・安心・快適に利用できる

地域公共交通サービスの提供

学生、高齢者、障がい者、市外からの観光客など

、誰もが公共交通を利用しやすい環境を整えるこ

とで、公共交通の利用者の増加を図ります。

３．郊外部・山間部路線の運行の効率化

地域ごとの地理的条件を考慮しつつ、地域の実情

に応じた運行の効率化を図ります。

２．市街地路線のサービス維持・効率化

現在の運行路線、運行本数をできるだけ維持しま

す。

利用者が少ない区間や運行経費が多く発生してい

る区間は、地域の実情に応じた運行の効率化を図

ります。

１．お茶っ葉型の地域公共交通網の構築

鉄道、路線バス、タクシーそれぞれの強みを活か

し、速達性・定時性の向上や運転士の確保などに

資する公共交通網への再編を図ります。

２、関連施策と連携した地域

公共交通サービスの提供

○公共交通の利点は、移動手段の確保

だけでなく、渋滞の解消、環境負荷

の軽減、健康増進など、様々な分野

に効果をもたらすことにあります。

○様々な分野と連携し公共交通を活用

することで、地域活性化と公共交通

利用促進との相乗効果の発揮を目指

します。

１．日常生活を支える持続可

能な地域公共交通網の構

築

○静岡市では今後、コンパクトなまちづ

くりを推進します。

○公共交通には、コンパクトなまちづく

りを下支えする移動手段を整備するこ

とが求められています。

○コンパクトなまちづくりに対応しつつ

、路線バス維持費の増加や運転士の人

員不足・高齢化など様々な課題に対応

した公共交通の構築を目指します。

基 本 方 針 基 本 目 標 実 施 施 策

→次ページ参照
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詳細は立地適正化計画をご覧ください
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